
環 境 経 営 レ ポ ー ト
２０２１年度

（対象期間　　２０２１年１０月～２０２２年９月）

２０２３年４月１０日制定

株式会社富士建



１．組織の概要
１） 名称及び代表者名

株式会社富士建
代表取締役社長　鈴木　哲也

２） 所在地
本　　　社 東京都豊島区北大塚２丁目２７番３号　富士建ビル1階
資材倉庫 東京都豊島区巣鴨２丁目１３番６号

３）
責任者 工事部長　 中山　和彦　
担当者 建設部 益子　浩二　

４）

５） 事業の規模
単位 2018年 2019年 2020年 2021年
億円 5.6 5.5 3.5 3.5
件 256 305 285 245
名 10 10 10 9
㎡ 100 100 100 100

６） 事業年度 ８月～７月

２．対象範囲（認証・登録範囲）
全組織･全活動を認証・登録範囲とする。

１） 対象組織 「１．２）所在地」欄に記載
２） 活動 「１．４）事業活動内容」欄に記載

取組の対象組織・活動

環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
TEL：０３－３９１０－３２０８
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TEL：０３－３９１０－３２０８

事業活動内容
建物の設計施工　建物のリフォーム　　不動産仲介・管理

売上高
主要工事件数
従業員　　　　　
延べ床面積　　　



３．環境経営方針

環境経営方針

【基本理念】
　当社は、創業以来、住宅新築工事、リフォーム工事、不動産業を行っております。

これらの事業を通じお客様の暮らしに限りない付加価値を提供するとともに、社会と環境の課
題解決を目指して事業のイノベーションに挑戦し、自らの企業価値向上と従業員の成長と幸福
を追求します。

そして、環境の改善は企業の社会的責任であることを深く認識し、環境負荷の低減や環境負
荷低減に貢献する活動や製品提供を全従業員一丸となって推進し、企業の社会的責任を果た
します。

【環境行動指針】
１．当社は、環境関連法規等を遵守し、環境経営の継続的改善に取り組みます。

２．環境への取組の重点分野を明確にし、環境経営目標を設定し取り組みます。
　１）二酸化炭素排出量削減
　　①　機械設備、照明設備、空調設備等の効率的な運用並びにエコドライブにより、
　　　　使用エネルギーの削減に取り組みます。
　　②　業務の見直しによりリードタイム短縮に努めます。

　２）廃棄物排出量削減
　　①　事業所で発生する廃棄物排出量の削減に取り組みます。
　　②　排出される廃棄物の分別徹底とリサイクルの促進に努めます。
　　③　建設廃棄物のリサイクル率の向上に努めます。

　３）水使用量削減
　　①　手洗い時、洗い物においては、日常的に節水を励行します。
　　②　社用車の洗車を必要最小限に留め、洗車する場合は節水を励行します

　４）製品、設備、土木建築物等の環境性能の向上及びサービスの改善
　　①　環境に配慮した設計・施工の提案に努めます。

３．環境教育の充実

　①　環境意識の向上を図るため、従業員を対象に定期的な環境教育を実施します。
　②　若手従業員を採用し、技能伝承教育と環境教育を行い、育成を図ります。
　
この環境方針を全社員に周知し、一般にも公開します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成日　　２０１９年１０月１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　鈴木　哲也

2



 

４．実施体制
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役 割 　　　　　　　　　　　　　責任および権限

代表者

１．取組の対象組織・活動の明確化　(要求事項１)
２．代表者による経営における課題とチャンスの明確化（要求事項２）
３．環境方針の作成、全従業員に周知　(要求事項３)
４．実施体制を構築し、役割、責任及び権限を定め全従業員に周知（要求事項７）
５．代表者による全体の評価と見直し（要求事項１４）
６．環境経営レポートの承認
７．その他

環境管理責任者
（ＥＡ２１事務局）

１．環境への負荷と環境への取組状況の把握及び評価(要求事項４：事務局担当)
２．環境関連法規などの取りまとめ（要求事項５：事務局担当）
３．環境経営目標及び環境経営計画の策定（要求事項６）
４．環境経営システム全体の構築、運用、維持に関する状況を代表者に報告（要求事項７）
５．環境コミュニケーションの実施（要求事項９）
６．取組状況の確認及び問題の是正及び予防（要求事項１３）
７．環境関連文書及び記録の作成・管理（要求事項１２：事務局担当）
８．環境経営レポートの作成・公表（事務局担当）、確認（環責）
９．その他

部門責任者

１．教育・訓練の実施（要求事項８）
２．実施及び運用（要求事項１０）
３．環境上の緊急事態への準備及び対応（要求事項１１）
４．その他

全従業員
環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚し、決められたことを守り、自主的・
積極的に環境改善に取り組む

経営者
（ 代表取締役 ○○○○ ）

環境管理責任者
（ 常務取締役 ○○○○ ）

経営者
（ 代表取締役 鈴木 哲也 ）

環境管理責任者
（ 工事部長 中山 和彦 ）

建設部門責任者
（ 建設部長 中山 和彦 ）

不動産部門責任者
（ 営業部長 大森 祥和 ）



基準値(2019年度)

実績 評価
電力使用量の削減 電力使用量 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 5 ％削減

本社電力使用量 10,536 13676 ×

現場電力使用量 4,343 4087 ○

kWh （東電） kWh

ガソリン使用量　 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 5 ％削減

1,322 2.322 864 ○

Ｌ Ｌ

二酸化炭素 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 5 ％削減

9,943 10,206 ×

kg-CO2 kg-CO2
本社廃棄物排出量 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 5 ％削減

682 864 ×
kg kg

水道使用量 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 4 ％削減 基準値に対し 5 ％削減

43 56 ×
㎥ ㎥

建設廃棄物リサイクル率

0 0 ○

％ %

提案件数

2 2 ○
件

※年度表記は８月～７月の会計年度と同一期間を適用した。

産業廃棄物
リサイクル率
向上（現場）

２０２０年の
実績の３％向上

２０２０年の
実績の４％向上

提案件数

※二酸化炭素排出係数は2017年東京電力エナジーパートナー（株）調整後排出係数0.462kg-CO2/kWhを適用した。

5
環境に配慮した

設計・施工の提案

提案件数 提案件数

2 2
件

2

4 データ把握

件 件

kg-CO2以下 kg-CO2／年以下 kg-CO2／年以下

41
㎥／年以下 ㎥／年以下

648
kg以下 kg／年以下 kg／年以下

655

41

化石燃料
使用量
の削減 L以下 L／年以下

1,282 1,256

二酸化炭素
排出量削減
（kg-CO2）

9,645 9,446

1
二酸化炭素
排出量の

削減

0.462
10,220 10,009

4,213 4,126
kWh以下 kWh／年以下

1,269

10,115

4,169
kWh／年以下

9,546

L／年以下

Ｎｏ 環境方針項目
CO2

換算係数2019/10
～2020/9 2021/10～2022/9

５．環境経営目標とその実績・評価

２０２２年度

目標

年　度　目　標

２０２３年度

2022/10～2023/9

目標と実績

202１年10月～2022年９月

2
本社廃棄物

排出量の削減
662

3 水使用量の削減 42
㎥以下



　

No 基準値 CO2排出係数 環境目標活動項目 責任者 担当者 21/10月 11月 12月 22/1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 期間計
①②④⑤実施

電力使用量 ③２０℃以下に設定 ③２８℃以上に設定 ③２８℃以上に設定

進捗評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9,010 0.462 目標値 413 1,009 936 930 894 991 1,092 974 990 602 884 932 10,646

＜kWh＞ 目標累計 413 1,422 2,358 3,288 4,182 5,172 6,264 7,238 8,228 8,830 9,714 10,646 10,646
実績値 976 1,457 919 879 1,538 1,442 1,420 1,298 1,104 761 931 951 13,676

実績累計 976 2,433 3,352 4,231 5,769 7,211 8,631 9,929 11,033 11,794 12,725 13,676 13,676
達成評価 × × × × × × × × × × × × ×

①②実施

電力使用量 ③２８℃以上に設定 ③２０℃以下に設定 ２８℃以上に設定 ２８℃以上に設定

進捗評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4,477 0.462 目標値 514 947 1,078 737 587 120 150 251 869 916 765 554 7,487

＜kWh＞ 目標累計 514 1,460 2,538 3,275 3,862 3,982 4,132 4,383 5,252 6,168 6,934 7,487 7,487
実績値 120 225 211 433 201 143 296 751 454 552 325 367 4,078

実績累計 120 345 556 989 1,190 1,333 1,629 2,380 2,834 3,386 3,711 4,078 4,078
達成評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

①③④実施

化石燃料使用量 ②２台実施 ②３台実施 ②２台実施 ②３台実施

2 ％削減
進捗評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ガソリン　<L> ｶﾞｿﾘﾝ 目標値 176 67 159 99 90 73 44 123 137 153 144 147 1,412
1,144 2.322 L 目標累計 176 243 402 501 591 663 708 831 968 1,121 1,265 1,412 1,412

実績値 100 50 127 63 150 111 41 65 31 42 33 51 864
実績累計 100 150 277 340 490 601 642 707 738 780 813 864 864
達成評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CO2排出量 目標値 837 1,058 1,299 1,000 893 681 676 853 1,177 1,056 1,096 1,028 11,656
ＣＯ2 目標累計 837 1,896 3,195 4,195 5,088 5,770 6,446 7,298 8,476 9,532 10,628 11,656 11,656

8,887 排出 実績値 739 893 817 752 1,152 990 888 1,098 792 704 657 727 10,208
　　　　　計 ＜kｇ-ＣＯ2以下＞ kg 実績累計 739 1,632 2,449 3,201 4,353 5,343 6,231 7,328 8,120 8,824 9,481 10,208 10,208

達成評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
①②③実施

2 ％削減 進捗評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
目標値 61 72 69 81 121 78 85 84 71 84 71 73 949

822 目標累計 61 132 201 282 403 481 566 651 721 806 876 949 949
＜kg＞ 実績値 63 70 64 65 53 60 56 65 59 55 59 60 729

実績累計 63 133 197 262 315 375 431 496 555 610 669 729 729
達成評価 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

①②③実施

3 2 ％削減 進捗評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
目標値 1.0 1.0 1.0 3.9 3.9 3.9 4.9 5.9 4.9 3.9 3.9 3.9 42

35.0 目標累計 1 2 3 7 11 15 20 25 30 34 38 42 42
＜㎥＞ 実績値 4.0 4.0 7.0 5.0 7.0 5.0 5.0 3.0 5.0 4.0 4.0 3.0 56

実績累計 4 8 15 20 27 32 37 40 45 49 53 56 56
達成評価 × ○ × × × × × × × × × × ×

①②③実施

4 進捗評価
目標値 0

目標累計 0
実績値 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 3

実績累計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
達成評価 ○

進捗評価

目標値 2

目標累計 3
実績値 1 1 2

実績累計 1 1 2
達成評価 ○

リサイ
クル率

％

活動予定

②繰り返し使用、別途利用

環境に配慮した
設計・施工の提案

新築物件で
の

提案件数
３
件

新築物件での
提案件数

２
件

①設計での環境配慮提案

営業部長 大森

②施工での環境配慮提案

益子

建設廃棄物
リサイクル率向上（現

場）

データなし データ把握

③リサイクル工場との工程管理

①分別品別保管箇所徹底

　６．環境経営計画   ２０２１年度

提案件
数

活動予定 ①②実施

社長
データ把握
データ把握

1

1

○

活動予定　基準値の

①トイレ使用時、大小使い分け

①手洗いや洗い物、洗車時の節水

社長

5

2

廃棄
物

排出
量

の削
減

水使用量の削減
水道使用量

鈴木
水

使用量
㎥

34.3 ②蛇口をこまめに閉める＜㎥以下＞

〔数値目標/実績〕8,709
＜kｇ-ＣＯ2以下＞

一般
廃棄物
排出量

ｋｇ

活動予定

1)本社廃棄物
　排出量の削減

廃棄物
排出量 ②分別収集、リサイクルの推進

806 ③使捨て製品の使用や購入抑制
＜kg以下＞

　基準値の ①紙類使用量の削減

社長 鈴木

電力
kWh

鈴木

④不使用照明の消灯

⑤業務の見直し実施

環境目標項目 目標値 実績評価項目

社長

活動予定

1）本社電力
　使用量の削減

　基準値の ②空調のフィルター清掃
2 ％削減

③空調の適温化8,830
＜kWh以下＞

1

二酸
化炭
素排
出量
の削
減

①不使用機器の電源オフ

①不使用設備の電源オフ

＜kWh以下＞

2）化石燃料使用
　　量の削減

　基準値の ②定期的車両整備を実施

③タイヤの空気圧を適正値に保つ
ガソリン　<L>

2

1

○

活動予定

2）現場電力
　使用量の削減

　基準値の ②不使用照明の消灯
2 ％削減

工事部長 中山
電力
kWh

化石
燃料

活動予定
①エコドライブの励行

工事次長 益子

1,121 ④公共交通機関の活用

③空調の適温化4,387

CO2排出量
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７．環境経営計画に基づき実施した取組内容、並びに取組結果の評価

結果

①不使用機器の電源オフ

②空調のフィルター清掃

③空調の適温化(冷房26℃、暖房20℃)

④不使用照明の消灯

⑤業務の見直し実施

①不使用設備の電源オフ

②不使用照明の消灯

③空調の適温化(冷房26℃、暖房20℃)

①エコドライブの励行

②定期的車両整備を実施

③タイヤの空気圧を適正値に保つ

④公共交通機関の活用

①紙類使用量の削減

②分別、リサイクルの推進

③使い捨て製品の使用や購入抑制

①手洗いや洗い物、洗車時の節水(流し放しにない)

②トイレ使用時、大小使い分け

③蛇口をこまめに閉める

①分別品別保管箇所徹底

②繰り返し使用、別途利用

③リサイクル工場との工程管理

①設計での環境配慮提案

②施工での環境配慮提案

スペースが狭く現場では分別はほとんどできず、建
設廃棄物は混合廃棄物として排出してしまった。し
かし、産廃業者で分別をしてもらっている。今後下
請け事業者への指示を徹底して分別して排出する
ように心がける。

節水性の高い水栓を提案した。

○

パソコンやＯＡ機器の電源オフ、空調の適温化、不使用
照明の消灯を実施した。空調のフィルター清掃は3ヶ月毎
に実施。夏は２６℃冬は２２℃として、空調コントローラー
にし、空調の温度管理をした。

実施した取組内容

工事高が減った事による削減及び、不使用照明の消灯
の徹底を行った。

自動車の利用を控え、公共交通機関を利用するよ
うにした。エコドライブの励行、タイヤの空気圧の適
正値に保つ、車両整備は実施した。

紙類、木くず、廃プラスチック、木くずに分別して排
出している。紙使用量はムダに使用しないようにし
た。また、使い捨て製品は基本的に使用していな
い。木くずの排出はあまりなかった。

4
建設廃棄物
リサイクル率
向上（現場）

○

Ｎｏ 環境経営目標達成手段環境経営目標項目

1

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

本社電力
使用量の削減

○

自動車燃料消費
量の削減

評価

○

現場電力
使用量の削減

○

3
水使用量の削減

＜水道使用量：㎥＞
○

2
本社廃棄物

排出量の削減

洗車はほとんどしなく、手洗いや洗い物、トイレの使
用ぐらいであり、節水に心がけ使用量は少ない。

6

5
環境に配慮した

設計・施工の提案
○



目標値 責任者

2022/10～2023/9 担当者

①不使用機器の電源オフ

②空調のフィルター清掃

10,115 ③空調の適温化(冷房26℃、暖房20℃)

kWh ④不使用照明の消灯

⑤業務の見直し実施

①不使用設備の電源オフ

4,169 ②不使用照明の消灯

kWh ③空調の適温化(冷房26℃、暖房20℃)

①エコドライブの励行

1,269 ②定期的車両整備を実施

L ③タイヤの空気圧を適正値に保つ

④公共交通機関の活用

9,546

kg-CO2

①紙類使用量の削減

655 ②分別、リサイクルの推進

kg ③使い捨て製品の使用や購入抑制

①手洗いや洗い物、洗車時の節水(流し放しにない)

41 ②トイレ使用時、大小使い分け

㎥ ③蛇口をこまめに閉める

①分別品別保管箇所徹底

データ把握 ②繰り返し使用、別途利用

③リサイクル工場との工程管理

①設計での環境配慮提案

2 ②施工での環境配慮提案

件

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

1

二酸化炭素
排出量削減

社長

社長

中山

益子

樋口

4
建設廃棄物
リサイクル率
向上（現場）

（左記達成手段全て）

5
環境に配慮した

設計・施工の提案
（左記達成手段全て）

本社廃棄物
排出量の削減

（左記達成手段全て）

3
水使用量の削減

＜水道使用量：㎥＞
（左記達成手段全て）社長

7

８．次年度の環境経営計画

Ｎｏ 環境経営目標項目 環境経営目標達成手段
2022/10～2023/9

スケジュール

本社電力
使用量の削減

（左記達成手段全て）

現場電力
使用量の削減

自動車燃料消費
量の削減

（左記達成手段全て）

（左記達成手段全て）

益子

社長

2



チェック日 結果

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 2023/4/1 ○

東京都廃棄物条例 2023/4/1 ○

豊島区廃棄物の処理およびリサイクルに関する条例 2023/4/1 ○

家電リサイクル法 2023/4/1 排出無し

自動車リサイクル法 2023/4/1 買い換え無し

建設リサイクル法 2023/4/1 ○

騒音規制法 2023/4/1 非該当

振動規制法 2023/4/1 非該当

都民の健康と安全を確保する環境に関する条例 2023/4/1 ○

自動車ＮＯｘ・ＰＭ法 2023/4/1 非該当

フロン排出抑制法 2023/4/1 ○

全般 都民の健康と安全を確保する環境に関する条例 2023/4/1 ○

8

大気汚染

９．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

　当社に関係する環境関連法規等は下記の通りですが、下記のように遵守状況を２０２３年４月
に確認した結果、違反はありませんでした。また、関連機関からの違反等の指摘、環境関連の訴
訟も過去３年間ありません。

遵守状況確認・評価

廃棄物

資源循環

騒音・振動

区分 環境関連法規等名称



１０．代表者による全体評価と見直し・指示の結果

見直し実施日 （　■定期見直し　□臨時見直し　）
見直し対象期間

出　席　者

①環境関連法規の遵守状況(環境関連法規等の遵守記録による)

③問題点の是正処置及び予防処置の結果（是正処置／予防処置報告書による）
④外部からの環境に関する苦情や要望(外部コミュニケーション記録による)
⑤その他（法規制の動向や取引先からの「グリーン調達」の情報等）

【環境経営システムが有効に機能しているか総括的に評価】（①、②、③、④、⑤等を踏まえて評価）

【環境への取組が適切に実施されているか】（②等を踏まえて評価）

【環境経営方針】 変更の必要性　：　□有　　■無　

【環境経営目標及び環境経営計画】変更の必要性　：　□有　　■無　

【実施体制】 変更の必要性　：　□有　　■無

【総　　括】 変更の必要性　：　□有　　■無

注）①定期的（少なくとも毎年1回）に実施すること。登録審査の場合は、臨時に行うこと。
　　②事業年度が終了したら、速やかに終了事業年度（登録審査の場合は登録の運用期間）の見直しをすること。
　　③事業内容の変更や重大な事故・不適合が生じた場合等の時は、臨時の見直しをすること。

9

代表者による
見直し

経営上の課題
とチャンスで明
確にした内容
を踏まえ、
改善のために
変更の必要性の
有無・変更に必
要な具体的指示
事項 エコアクション２１を進めるにあたり、従業員の環境意識が向上したと感じた。

○ ○ 節水型水栓を提案した。
環境に配慮した設計・
施工の提案

本社廃棄物排出量の削減× ○ 工事現場の資料作成の紙が少なかった為、、排出量削減した。

水使用量の削減 ○

目標項目
目標達
成状況

経営計画
実施状況

目標・計画実施状況の評価（達成の場合：目標設定方法や取組方法の問題点、
次年度の方向性　　未達の場合：原因の明確化、次年度の目標や対応策）

CO2排出量の削減 ○ ○ できる限り公共交通機関にて移動を徹底した。

建設廃棄物リサイクル
率向上（現場）

○ ○
分別は産廃事業者に依頼し、建設廃棄物は混合廃棄物として排出
した。今後下請け事業者への指示を徹底して分別に努める。

○
水使用量はトイレや手洗い程度の少量の使用量である。わずかに
目標未達になった。少量の使用であるが更に節水に努める。

2023年4月15日
2021年１0月１日　～2022年9月30日

代表取締役、環境管理責任者

前回の指示への
取組結果

評価の見直し、指示はなし

見直しに必要な
情報

②環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実施及び運用結果(環境経営計画書による）

代表者による評価

経営的観点

　社員一人一人が各自の役割を理解して取組を行い、目標達成に向けて活動した。法規制の順
守状況には問題なく、是正の必要な問題や外部からの苦情も発生していなく、環境経営システは
現在のところ有効に機能している。



　

No 基準値 CO2排出係数 環境目標活動項目 責任者 担当者 22/10月 11月 12月 23/1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 期間計
①②④⑤実施

電力使用量 ③２０℃以下に設定 ③２８℃以上に設定

進捗評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10,862 0.462 目標値 735 753 1069 1079 1770 1241 797 489 636 906 786 700 10961

＜kWh＞ 目標累計 735 1,488 2,557 3,636 5,406 6,647 7,444 7,933 8,569 9,475 10,261 10,961 75112
実績値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実績累計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
達成評価 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

①②実施

電力使用量 ③２８℃以上に設定 ③２０℃以下に設定 ２８℃以上に設定

進捗評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
0 0.462 目標値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

＜kWh＞ 目標累計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
実績値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実績累計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
達成評価 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

①③④実施

化石燃料使用量 ②２台実施 ②３台実施 ②２台実施 ②３台実施 ②２台実施 ②３台実施

4 ％削減
進捗評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ガソリン　<L> ｶﾞｿﾘﾝ 目標値 100 50 127 63 150 111 41 65 31 42 33 51 864
864 2.322 L 目標累計 100 150 277 340 490 601 642 707 738 780 813 864 780

実績値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
実績累計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
達成評価 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

CO2排出量 目標値 572 464 789 645 1,166 831 463 377 366 516 440 442 6,188
ＣＯ2 目標累計 572 1,036 1,824 2,469 3,635 4,466 4,930 5,306 5,672 6,188 6,628 7,070 6,188

7,024 排出 実績値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　　　　　計 ＜kｇ-ＣＯ2以下＞ kg 実績累計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

達成評価 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
①②③実施

4 ％削減 進捗評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
目標値 83 91 108 82 90 83 105 84 90 104 83 95 1,098

1,098 目標累計 83 174 282 364 454 537 642 726 816 920 1,003 1,098 920
＜kg＞ 実績値 83 91 108 82 90 0 0 0 0 0 0 0 454

実績累計 83 174 282 364 454 454 454 454 454 454 454 454 454
達成評価 ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 　 　 　 　 　 　

①②③実施

3 4 ％削減 進捗評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
目標値 4.0 4.0 7.0 5.0 7.0 5.0 5.0 3.0 5.0 4.0 4.0 3.0 56.0

56.0 目標累計 4 8 15 20 27 32 37 40 45 49 53 56 49.0
＜㎥＞ 実績値 3.0 4.0 7.0 5.0 7.0 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 31

実績累計 3 7 14 19 26 31 31 31 31 31 31 31 31
達成評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 　 　 　 　 　

①②③実施

4 進捗評価
目標値 0

目標累計 0
実績値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実績累計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
達成評価

進捗評価

目標値 2

目標累計 2
実績値 1 1 2

実績累計 1 2 2
達成評価

2

○

2

②施工での環境配慮提案

5
環境に配慮した

設計・施工の提案

新築物件で
の

提案件数
３
件

新築物件で
の

提案件数
２
件

①設計での環境配慮提案

営業部長

①②実施①②実施

活動予定
建設廃棄物

リサイクル率向上（現
場）

データなし データ把握 ②繰り返し使用、別途利用

①分別品別保管箇所徹底

社長 益子

リサイ
クル率

％

大森
提案件

数

活動予定

活動予定

水道使用量 ①トイレ使用時、大小使い分け

53.8 ②蛇口をこまめに閉める＜㎥以下＞

データ把握

③リサイクル工場との工程管理
データ把握

水使用量の削減

　基準値の ①手洗いや洗い物、洗車時の節水

社長 鈴木
水

使用量
㎥

一般
廃棄物
排出量

ｋｇ

活動予定

1)本社廃棄物
　排出量の削減

廃棄物
排出量 ②分別収集、リサイクルの推進

1,054 ③使捨て製品の使用や購入抑制
＜kg以下＞

2

廃棄
物

排出
量

の削
減

　基準値の ①紙類使用量の削減

社長 鈴木

CO2排出量

〔数値目標/実績〕6,743
＜kｇ-ＣＯ2以下＞

化石
燃料

①不使用設備の電源オフ

活動予定
2）化石燃料使用
　　量の削減

　基準値の ②定期的車両整備を実施

③タイヤの空気圧を適正値に保つ
ガソリン　<L>

①エコドライブの励行

工事次長 益子

829 ④公共交通機関の活用

工事部長 中山
電力
kWh

活動予定

＜kWh以下＞

　６．環境経営計画　　２０２２年度

環境目標項目 目標値

＜kWh以下＞ ④不使用照明の消灯

⑤業務の見直し実施

実績評価項目

1

二酸
化炭
素排
出量
の削
減

①不使用機器の電源オフ

社長

1）本社電力
　使用量の削減

　基準値の ②空調のフィルター清掃
4 ％削減

③空調の適温化10,428 鈴木
電力
kWh

活動予定

2）現場電力
　使用量の削減

　基準値の ②不使用照明の消灯
4 ％削減

③空調の適温化0

5


